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10） Hébert,Georges, L'Éducation physique ou 
l'entraînement complet par la Méthode Naturelle. 
Historique documentaire, 12es., Edition,Paris, 
Vuibert, 1947,
11） Hébert,Georges, Guide pratique d'éducation 
physique, 2.éd., Vuibert, 1916, お よ び 英 訳 書, 
Georges Hébert, Translated by Philippe Til, 
The Natural Method, Createspace Independent 



































































































































































































































































39） Hébert, L'Éducation physique, p.1.
40） 同上, p.3.


















































































































































































































































































71） 同上、14 ～ 15ページ。
72） J＝ダルクローズ、河口(訳)、『音楽と人間』、108
ページ。
73） 同上、144ページ。
・ 今世紀の初め、体操といえ
ば動的な衝動に拘引され、
伝統的な速度に影響され
た、身体の断続的な運動に
よって成り立っていた。弾
力性はほとんど追求され
ず、直線的な固苦しい動き
が急激に準備も脈略もなく
続き、反対に曲線は否定さ
れ無視され、始めと終りは
混乱していた。各手足は特
定数の定位置に置かれるよ
うに訓練され、その各部の
訓練はそれ自身完結してい
た62)。
・ 古典的な体操で経験される
のは運動の開始と終了の感
覚のみである63)。
・ 多くの体操教師や専門的な
運動選手…によって行われ
る大部分の動きは用意され
たものである64)。
・ 一連のスポーツの実践は人体
の特定の動きのみを発達させ
てしまう。その結果、ほとん
どの運動家や体操家は、…時
間・空間における同時的な身体
展開の柔軟性を妨げるような、
特定数の自動的な運動を用い
ることになる71)。
・ 大部分の動きは…自発的では
なく,偶然に生み出される生の
状態によるのではなく…彼ら
から人間性をすっかり奪い…
（自発性に関して）芸術的な性
格をすべて取り去るのである
72)。
・ 現在の体育における方式の誤
りは,その結果を学ばずに、ま
たそれをアナクルーズと見做
すこともせずに,さまざまな形
で肉体を震わせようとしてい
ることにある…跳躍はメタク
ルーズから切り離されるべき
ではない73）。
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本来の身体のリズムを回復させることはで
き、基本的な体の機能の向上、および特定の
機能の開発には寄与するが、感受性を養うに
は不十分であり、柔軟性に欠け、動きの目的
は動きそのものの形成に限られる、と考えて
いた。
　また、J＝ダルクローズは、「アクションは
すべて三部分を成しており,『前』，『間』，『後』
という言葉によって特徴づけられる74）」、と
考えていたが、体育の方式では、メタクルー
ズ75）がアクションから切り離されていること
を指摘している。J＝ダルクローズは、「筋肉
の収縮と弛緩の連続で生れる（ママ）それぞ
れのリズムは, 隣りあった筋肉の集合の中で
別のリズムを呼び起し, 人体のあらゆる部分
に広がる76）」、という認識にあった。したがっ
て、多くの体操は、「伝統的な運動に加えて, 
肉体の動きの出発点と到達点を繋ぎあわせる
流れをもった一連の練習77）」、によって補完
されるべきと考えていたのである。
Ⅳ．考察
　前述のとおり、J＝ダルクローズは多くの
体操の方法について、一定の評価をしながら
も限界があり、補われるべきものがあること
を示していた。では、このような認識にあり
ながら、エベールの方法に何を見いだし、ど
のような点を評価したのだろうか。J＝ダル
クローズがエベールに関して言及した部分は
以下のとおりである。
　　拍子の意図的な訓練は、規則正しさを確
立してくれる。―この規則正しさがどうし
ても必要な場合もある。しかし、このよう
に終始機械的に秩序を追い求めることは、
生の自発的な発現という性格を不自然に歪
める危険をはらんでいる。拍子は人間のた
めに創られたもので、人間にとっては道具
となってくれるものだが、この道具は、往々
にして、いつの間にか人間の主人になって
しまい、彼の動きのディナミズムやアゴー
ギグに影響を及ぼし、その人間性を因襲的
な仕掛けの奴隷にしてしまうのである。身
体の動きに拍子をつけることは、ほとんど
の体操の指導法を支配する特色のひとつで
あるが、多くの人体が、基本的な形と本来
の衝動力を失ってしまっているので、人体
を意志の力をかりて鍛え直す必要がある、
という認識から生み出されたものなのであ
る。しかし、健康な身体にあっては、動き
に対する欲求は、秩序や拍子とは別のもの
に結びついており（エベール中尉はこのこ
とをしっかりと理解していた）、それが導
き出す表現は、人体の神経構造に左右され
る78）。
　このような記述から、J＝ダルクローズは、
エベールが多くの体操に見られるような運動
の規則正しい秩序を追求したわけではない、
と彼の方法を肯定的に捉えていたことがわか
る。しかし一方で、エベールの方法の目的は、
実際的で役に立つ体づくりであり、J＝ダル
クローズのリトミックの目的は、生のリズム
の自発的な表出と精神と身体の調和・一致を
養うことである。J＝ダルクローズは、エベー
ルとはその目指すものに違いを認めながら
も、彼の運動の方法を客観的に分析し、運動
が連続して行われ、流れを重視したものであ
ることを評価したのである。つまり、J＝ダ
ルクローズは、エベールの「自然的方法」が、
「身体運動の始めと終わりを統一する流れの, 
速度と強さのすべての段階に亙る学習を含む
ということは必然79）」という認識に沿う方法
である、と考えていたといえる。
74） J＝ダルクローズ、河口(訳)、『音楽と人間』、133
ページ。
75） J＝ダルクローズは、アナクルーズをアクショ
ンの準備、メタクルーズをアクションの結果、
と説明している。
76） J＝ダルクローズ、河口(訳)、『音楽と人間』、142
ページ。
77） J＝ダルクローズ、河口(訳)、『音楽と人間』、142
ページ。
78） J＝ダルクローズ、山本(訳)、『リズム』、228ペー
ジ。
79） J＝ダルクローズ、板野(訳)、『芸術と教育』、59
ページ。
リトミックにおける身体運動の意義（4）
─ 119 ─
　また、J＝ダルクローズの「拍子や均整と
いったものは、リズム意識を目覚めさせるに
も形成するのにも役立つことはできない…子
どものリズム感を伸ばすには、規則正しい一
斉の動きをさせるだけでは不充分である80）」、
という記述からは、J＝ダルクローズが自然
の動きを基本に置くエベールの運動に同質性
を見出していたことが考えられ得る。
　さらに、J＝ダルクローズは、「原始的本能
の開発、自己という存在を全面的に転倒させ
ること、だけが、私たちの運動器官に、柔軟
性、弾力、自由な弛緩という能力を与えてく
れることができ、こういった能力のおかげで、
私たちは感情面の姿をリズムで表現すること
ができるのである81）」、と述べ、エベールの
自然的方法をなぞらえた「原始的本能の開発」
という表現を用いて、運動能力とその可能性
について言及している。つまり、同じ時代に
エベールの「自然的方法」が発展し身体の教
育として成果がある、と認められていたこと
は、J＝ダルクローズにとっては、リトミッ
クの教育方法の裏づけとなるものであったこ
とが推察されるのである。すなわち、J＝ダ
ルクローズは、エベールによって、自らが目
指す「自然なリズムの開発を基礎にした精神・
身体的教育82）」であるリトミックの身体運動
の方法への確信を得て、彼を評価し、言及し
たのである。エベールの自然な動き、かつさ
まざまな速度と強さで行われる連続的な身体
運動によって、J＝ダルクローズは、リトミッ
クのリズムの的確な身体的実行力を養うこと
ができる、と考えたといえる。したがって、
J＝ダルクローズは、リズムの意識の形成に
関しては、拍子によって秩序を追い求める体
操の方法には限界を見いだしながらも、リズ
ムの表現のためには運動能力の養成が欠かせ
ないと認識し、リトミックの身体運動の方法
を構築したことが確かめられたといえる。
おわりに
　J＝ダルクローズは音楽理解と表現のため
に、身体運動を音楽教育の方法に取り入れて
リトミックを創案し、エベールは実際に役に
立つ体の育成を目的として体育の方法を確立
した。両者は同じ時代にあって、体操改革運
動の大きなうねりの中で身体に関わる新しい
教育を模索し、その方法の体系化を試みたの
である。教育の目的は大きく異なるものの、
J＝ダルクローズが、エベールの運動の方法
に同質性を見いだしていたことが確かめられ
た。今後は、「自然的方法」の具体的な運動の
方法、およびエベールの女子体育の部門につ
いても検討し、リトミックと比較することに
よって、より明確な両者の見解の異同を明ら
かにしたいと考えている。
80） J＝ダルクローズ、山本(訳)、『リズム』、48ページ。
81） 同上、229ページ。
82） 同上、xiiページ。

